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家庭教育についての
相談はこちらまで。
お待ちしています。 家庭教育応援通信

平成６年度バックナンバー

大垣市 4/２２（火）海津市 4/１４（月）

教育長さんからの
熱いエール

大垣市と海津市は、市の家庭教育担当者の会と
合同で行いました。リーダー等研修会 会場開催

大垣市は、参加していた
だいた方の学びになるよう
に、毎年、講演会を行って
います。今回は、岐阜大学
板倉憲正准教授から「現代の子どもの特徴と
関わり方」についてお話をいただきました。
薬物依存や自傷行為を繰り返す子どもたちを
例に、助けを求める、弱みを出せる関係性を
作ることが大切であると伝えられました。

海津市は、PTAの在り方が変わり、これからどのよ
うに家庭教育学級を継続していくのか熱心に話し合わ
れました。保護者の学びや親子のふれあいなどの機会
をどのように作っていくか、今年の取組が他地区でも
参考になる「海津市方式」になることが期待できます。

〈交流会でのみなさんの声〉
• 年に３回子育て交流サロンを行い、親さんどうしの
つながりをつくりたい。

• 昨年度好評だった家庭教育学級は続けたい。
• 参加人数を多くするには、親と子のふれあいができ
る学級がいいのでは。

• 参加案内が目に留まるような工夫をしたい。
• 子どもが楽しめるだけでなく、親も学んだり、親子
で交流して親どうしのつながりをもてたりできるな
ど、親目線で考えたい。

• 保育園だと行事を増やすと保護者の負担が大きい。
• 地域の祭りなどと共同で出店やフリーマーケットな
ど親子で楽しめる機会を作っている。

• 第3日曜の家庭の日の開催は少年団の休みも多いの
で参加しやすくなる。

• いかに負担なく、ためになるものを計画していくか
考えていきたい。
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家庭教育学級の開催に
活用できるように

令和６年度の家庭教育学
級の外部講師一覧表、在宅
取組の内容一覧表、子育て
講座の内容一覧表を掲載し
ていますので、園・学校が
家庭教育学級を計画する際
の参考になると思います。

https://www.pref.gifu.lg.jp/page/361451.html


関ケ原町家庭教育学級合同開講式・子育て講演会
５/１０（土）

関ケ原町では、令和８年度に、２つの保育園が１つとなる
新しい認定こども園が新築され、その隣に幼児が遊べたり、
保護者が子育ての相談や交流ができる施設が作られる予定で
す。今回行われた子育て講演会も、保・小・中の家庭教育学
級の担当者と保護者、国保保健福祉総合施設を利用している
乳幼児保護者を対象に合同で開催されています。こうした動
きは、０歳から１８歳までの切れ目のない家庭教育支援体制
をさらに充実させていく方向性が感じられます。

教育長さんが岐阜県家
庭教育支援条例の内容を
お話されました。
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「子どもが（スクスク）育つ魔法の
コミュニケーション～子どもから
のSOSを見逃さないために～」

ヒューマンハート代表取締役
百武 大介 様

〈傾聴とは〉
• 子どもはいろんなものを抱えています。抱えてい
るもの（悩み・不安・課題・迷いなど）を受け取
る、それが「傾聴」です。

• 「話す」と、抱えているものを「放す」ことがで
きます。抱えているものを「離す」ことでよく見
ることができます。

〈承認とは〉
• 子どもは、自分の存在を認められているという安
心感で育ちます。「承認」は、「いいところ＝認
めているところ」を効果的に伝える方法です。

• 子どもたちは、保護者から
関心を持たれている・大切にされている・認めら
れている・理解されている・愛されている

と実感した時、夢や目標に向かって走り出します。

「傾聴」と「承認」の大切さをペアによる演
習で実感しました。
「未来を認めること」「子どもの性格に合

わせて認めること」により、承認の言葉が効
果的に伝わることを教えていただきました。

講師選定に困った時は、県の派遣事業が利用できないかご確認ください。

楽しみながら学べる「情報セキュリ
ティすごろく」「情報モラルかるた」
をご活用ください。
※「かるた」の出前講座、貸出申込書
は、「すごろく」の申込書と同じ用
紙です。

研修会・活動等への講師派遣は無料です！

子育て・家庭教育学級等のミニ情報



家庭教育学級が始まりました。
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こんなことも
やります！
（年間計画より）

日吉小学校家庭教育学級では、花の種を配って家庭で育ててもらい、そ
の写真や絵の展示会開催に合わせたおしゃべりサロン、給食見学・試食会、
盲導犬の役割、防災食品試食、「話そう！語ろう！わが家の約束」運動な
どを予定しています。多彩な家庭教育学級で保護者の学び・つながり、親
子のふれあいの場が増えるといいですね。



園や学校で、家庭教育学
級を企画運営していただい
ておりますが、子育てにつ
いて学びたいけれど、仕事
の関係で参加が難しい保護
者もみえると思います。
そこで、企業の従業員研

修の１つとして、家庭教
育・子育てについて学べる
機会を設けていただくため
の支援、講師派遣を行って
います。お勤めの事業主様
等にご紹介いただければ、
説明に伺います。
気軽にご連絡ください。

無料で家庭教育について学んでいただけます！
あなたの職場でもどうですか？

【参加者の感想】
• 子どもと過ごす時間は、思っているより短いので、大切
にしたいと思います。言葉がけなど具体的に知ることが
できてよかったです。

• 言葉のかけ方や言葉のチョイスで受け取る方のとらえ方
が変わることをすごく感じました。子どもに対してだけ
でなく、肯定的な言葉で声をかけられるように普段から
気を付けたいです。

• 子どもが幼児期ということもあり、これからどう成長し
ていくのか、どう接するとよいのかイメージを持つこと
ができました。

• 子育てがテーマでしたが、社会人としても必要な要素
（キーワード）がたくさんあり、勉強になりました。子
育て世代の社員をサポートできる活動に活かしたいです。

• 会社のコミュニケーション方法としても活用できると思
いました。

関ケ原製作所
日 時：令和７年３月２７日（木）

１６：００～１７：００
対 象：従業員（１４名）
テーマ：子どもとのかかわりの糸を結ぶ
講 師：西濃県事務所

家庭教育推進専門職

酒 井 俊 亘

たいへん良い おおむね良い あまり良くない 良くない

86% 14% 0% 0%

企業で家庭教育についての研修を実施することについてどう思いますか。

必要である
どちらかというと

必要である
あまり必要はない 必要ない

50% 50% 0% 0%

本日の研修テーマと内容についてどう思いますか。

【アンケート結果】

【主催者様の声】
普段なかなか（園や学校の家庭教育学級に）参

加できないため、会社で開催してもらって良かっ
たという声と共に、さっそく学んだ声かけを実践
している社員もいて“親子の笑顔が増えた”との声
をいただきました。

【職場で研修を行った方の声】
• 同じ悩みを抱える人どうしが集うことで共感・共有でき、安心して働くことにつながると思います。
• 子育て中は何かと時間に追われ、こうした話を聞ける機会があったとしても行けないので、会社で

の実施は助かります。
• なかなか機会がないので、ありがたい場だと思いました。
• 定期的に実施することで、仕事のコミュニケーションにも活かせると思います。

企業内家庭教育研修職場で学ぶ

従業員エンゲージメントアップ！
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